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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）

令和６年第３回定例会（９月３日〜12日） 議案・審議・議決結果

令和６年第４回臨時会（９月17日） 議案・審議・議決結果



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

　　　　　　　　　　

令
和
２
年
計
画
時
点
で
の

予
算
額
が
約
23
億
円
。
完

成
予
定
が
令
和
７
年
２
月
末
で

あ
っ
た
が
、完
成
の
目
処
は
立
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

今
回
の
入
札
の
不
調
を

受
け
、
令
和
６
年
11
月

頃
ま
で
、
再
積
算
を
行
う
予
定

に
し
て
お
り
、
積
算
終
了
後
、

工
事
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

場
合
に
は
、
12
月
議
会
で
の
提

案
を
予
定
し
て
い
る
。
令
和
７

年
12
月
末
完
成
予
定
を
目
指
し

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
進
め
て

い
る
。
交
付
税
措
置
等
に
つ
い

て
は
、
継
続
費
の
５
か
年
が
令

和
６
年
度
で
終
了
と
な
る
が
、

今
後
事
故
繰
越
と
な
る
見
込
み

で
、
令
和
７
年
６
月
議
会
等
で

繰
越
の
報
告
を
行
う
こ
と
で
、

工
事
終
了
後
に
は
、
交
付
税
措

置
等
も
な
さ
れ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

大
久
保
町
長
の
町
政
に
お
け

る
姿
勢
に
つ
い
て

伊
仙
町
役
場
新
庁
舎
建
設

２
期
工
事
に
つ
い
て
。

　
①
入
札
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

（
町
長
）工

事
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

（
総
務
課
長
）

　

８
月
22
日
に
開
札
を
行
っ
て

い
る
が
、
不
調
。
８
月
23
日
に

再
入
札
の
開
札
を
行
っ
て
い
る

が
、
全
社
辞
退
の
た
め
、
入
札

が
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

来
年
度
中
に
完
成
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
た
だ

き
、
早
期
の
完
成
を
要
望
す
る
。

伊
仙
町
糖
業
振
興
会
使
途

不
明
金
問
題
に
お
け
る
約

１
千
４
０
０
万
円
の
回
収
は
で
き

る
の
か
。
振
興
会
会
長
と
し
て
ど

う
責
任
を
取
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）令

和
３
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
６
か
月
間
、
町
長

の
責
任
と
し
て
給
料
の
50
％
減

額
を
行
っ
た
。
現
在
、
裁
判
中

で
あ
る
の
で
、
結
果
が
出
た
中

で
い
ろ
い
ろ
な
判
断
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
経
済
課
長
）

　

使
途
不
明
金
回
収
の
可
否

に
つ
い
て
は
、
司
法
の
判
断

に
従
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
令
和
６
年
10
月
21
日
に

原
告
を
代
表
し
て
私
が
証
人
尋

問
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
同
日
、
被
告
２
名

に
対
し
て
も
証
人
尋
問
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い

て
。

　
中
途
退
職
者
や
退
職
を
考
え
る

職
員
が
増
え
て
い
る
と
聞
か
れ
る

が
、現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か

問
う
。

（
総
務
課
長
）

令
和
元
年
か
ら
令
和
５
年

ま
で
の
自
己
都
合
に
よ
る

退
職
者
は
18
名
と
な
っ
て
い
る
。

（
町
長
）

　

現
在
、
若
者
の
転
職
は
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
に
あ
る

が
、
伊
仙
町
下
に
お
い
て
も
そ

の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
こ
の

流
れ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
魅
力
あ
る
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
な
ど
、
研
究
し
な
が
ら
指

導
し
て
い
く
事
が
重
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

町
長
を
含
む
特
別
職
や
一

般
職
、
議
会
議
員
等
は
国

民（
県
民
・
町
民
）の
税
金
で
優
遇

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
町
長
の
給
与
、
賞
与
。
交
際
費

（
香
典
料
）１
期
４
年
間
の
退
職

金
等
に
つ
い
て
詳
細
を
問
う
。

（
総
務
課
長
）

給
与
、
賞
与
に
つ
い
て

は
、
伊
仙
町
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
第
２
条
に
基
づ

き
、
算
出
さ
れ
て
お
り
、
旅
費
、

交
際
費
に
つ
い
て
も
条
例
ま
た
規

則
に
基
づ
い
た
支
出
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
退
職
手
当
に
つ
い
て

は
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
事

務
を
行
っ
て
い
る
。

伊
仙
町
建
設
業
協
会
の
存

在
に
つ
い
て
。

　
建
設
業
協
会
の
存
在
を
大
久
保

町
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
問
う
。

（
町
長
）社

会
資
本
の
建
設
や
維
持

管
理
を
通
じ
て
地
域
社

会
の
発
展
を
支
え
る
と
と
も
に

災
害
発
生
時
に
お
い
て
応
急
対

応
、
復
旧
対
応
な
ど
、
地
域
の

安
全
安
心
の
確
保
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
い
る
団
体
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）

　

法
人
化
さ
れ
て
い
る
団
体
で

は
な
く
、
任
意
の
団
体
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
任
意
団
体

の
中
で
の
取
り
決
め
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

一
般
質
問

令
和
６
年　
第
３
回
定
例
会

問答

美島　盛秀 議員

問問 答

問 答答

要
望

問答

問答
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　　　　　　　　 農
業
政
策
に
つ
い
て

徳
之
島
町
に
お
い
て
は
、

令
和
５
年
４
月
に
、「
有
機

農
産
物
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
を

通
し
て
地
域
全
体
で
の
有
機
農
業

に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
」と
い
う
、い
わ
ゆ
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
て

い
る
が
、本
町
農
政
は
有
機
農
業

の
取
組
み
に
今
後
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

本
町
に
お
け
る
有
機
農
業

の
取
組
み
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
、
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ

く
、
有
機
農
産
物
の
生
産
体
制

確
立
事
業
を
獲
得
し
て
い
る
。

馬
鈴
薯
を
中
心
に
、
有
機
栽
培

の
推
進
と
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
馬
鈴
薯

に
お
い
て
は
、
約
２
・
１
ha
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
、
併
せ
て
シ
ョ

ウ
ガ
、
レ
モ
ン
、
ニ
ン
ニ
ク

等
、
様
々
な
品
目
に
対
し
て
、

総
面
積
で
３
・
３
ha
の
認
証
を

受
け
た
と
こ
で
あ
る
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊

急
対
策
交
付
金
で
実
施
さ
れ
て

い
る
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ

の
転
換
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
通
称

グ
リ
サ
ポ
事
業
を
獲
得
し
、
３

か
年
か
け
て
有
機
農
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
に
つ
い
て
は
、
有
機
農
業
実

施
計
画
を
令
和
７
年
度
中
に
終

え
、
令
和
８
年
４
月
に
宣
言
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
や
県
が
実
施
す
る
農
機

具
や
農
業
用
設
備
等
の
補

助
事
業
獲
得
に
対
し
、担
当
課
と

し
て
ど
の
よ
う
な
態
勢
で
臨
み
、

そ
し
て
町
民
の
方
へ
周
知
し
て
い

る
の
か
を
問
う
。

（
経
済
課
長
）

栽
培
生
産
す
る
品
目
に

よ
っ
て
対
象
と
な
る
機

械
、
ま
た
種
類
、
事
業
参
加
の

要
件
な
ど
が
ま
ば
ら
で
あ
る
た

め
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

品
目
ご
と
に
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
畜
産
の
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
等
で
は
、
事
業
参
加

の
要
件
を
満
た
す
農
家
の
方
々

全
て
に
対
し
て
要
望
調
査
を
発

出
し
、
園
芸
、
糖
業
等
に
お
い

て
は
、
国
、
県
の
予
算
組
の
段

階
で
補
助
事
業
の
発
出
の
可
能

性
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

栽
培
講
習
会
等
で
案
内
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
農
家
が
獲
得
し
や

す
い
国
の
補
助
事
業
等
の

情
報
を
周
知
し
、
提
供
す
る
と

と
も
に
申
請
書
等
の
書
類
に
関

す
る
支
援
を
行
う
な
ど
農
家
に

寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

離
島
医
療
に
お
け
る
血
液
備

蓄
所
の
現
状
に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
委

託
を
受
け
た
民
間
の
血
液

備
蓄
所
が
２
０
１
８
年
に
奄
美
大

島
か
ら
撤
退
し
現
在
大
島
郡
内
に

は
血
液
備
蓄
所
が
無
い
状
態
で
あ

る
が
、撤
退
後
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
に
緊
急
手
術
な
ど
の
際
に
支

障
は
出
て
い
な
い
の
か
問
う
。

（
健
康
増
進
課
長
）

結
論
か
ら
言
う
と
、
支
障

は
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
奄
美
大
島
の
病
院

や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
医
療
機
関

が
直
接
、
鹿
児
島
市
の
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
血
液
を

購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
血
液

を
オ
ー
ダ
ー
し
て
、
離
島
に
届

く
ま
で
10
時
間
の
時
間
を
要
す

る
。
ま
た
、
使
い
切
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
返
品
も
融
通
も
で

き
な
い
。
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
肝
心
な
血
液
が
足
り

ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
供
給
し

て
も
ら
う
生
血
輸
血
が
後
を
絶

た
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

当
事
案
に
関
し
て
は
、
奄

美
群
島
町
村
会
並
び
に
議

長
会
に
お
い
て
も
要
望
を
続
け
て

い
る
問
題
で
あ
り
、町
と
し
て
今

後
の
離
島
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問
う
。

（
健
康
増
進
課
長
）

要
望
に
対
し
て
、
こ
の
回

答
が
得
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
、
単

独
市
町
村
で
は
な
く
、
奄
美
群

島
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い

て
、
国
へ
直
接
こ
の
要
望
を
し

て
い
く
と
い
う
検
討
を
し
、
全

国
の
離
島
に
広
げ
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

福留　達也 議員

答

答

答

要
望

問

答議会を傍聴してみませんか
次回の定例会(第４回)は､12月10日(火)から予定してお
ります。
　第４回定例会におきましても､「YOU TUBE LIVE」
でのライブ中継や録画映像をご覧いただけますので、
是非そちらもご活用ください。
　詳しくは、議会事務局までお問合せください。
　　　　　　　　電話番号  ８６－３１５０(直通)

 

生
血
輸
血
は
、
緊
急
的
に
供
血
者
（
血
液

提
供
者
）
を
募
り
血
液
を
そ
の
場
で
採
取

し
、
輸
血
す
る
こ
と
。
感
染
症
な
ど
の
リ

ス
ク
を
伴
う
た
め
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
も
「
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
行
う
べ

き
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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令和６年第３回伊仙町議会定例会において
　　令和５年度伊仙町一般会計他５特別会計歳入歳出決算審査特別委員会について

　喜念小学校校舎新増改築工事については、令和４年
度予算で計上されていたが、実施設計の見直し等によ
り事故繰越しとなり、令和６年３月に完成した。Ｒ
Ｃ造２階建て、延べ床面積は1,081㎡で、総事業費が
５億7,595万円となっている。喜念校区の黄色のカラ
ーが目を引く印象的な新校舎になっていた。令和６年
度内において、グラウンドを含めた外構工事を実施し
全体の完成を予定しているとの説明であった。
　本事業に関しては、事業繰越しの影響により２年連
続で運動会が体育館で開催されるなど、完成をいち早
く待ち望んでいた児童生徒や集落民の気持ちを考慮
し、早急に事業完了されるよう要望した。また、喜念
小学校のシンボルとして校庭中心部に立つアカギの木
は事故防止等による理由から、今後伐採される予定で
あるとの説明であったが、ベンチ椅子や机として再利
用し、今後も喜念校区民に親しんでもらえるよう検討
してもらいたい。

　海岸漂着物地域対策事業において清掃活動が行われていた花
津川泊は、台風後ということもあり、多くの漂着物が回収され
ている状況であった。令和５年度実績として、町内12カ所の
海岸において79トンの廃棄物が回収され、一般廃棄物と産業
廃棄物に分別され処理されているとの説明で
ありました。また、令和５年度においては、
町民や幼稚園児・小中学生・高校生によるボ
ランティア清掃作業も行われ、環境保全に対
する啓発活動も積極的に行っている状況であ
り、今後も継続して活動していただきたいと
要望した。

　去る、令和６年９月３日に特別委員会に付託されました令和５年度伊仙町一般会計他５特別会
計歳入歳出決算は、９月５日から９月10日までの４日間、議長並びに議会選出監査委員を除く
12名の委員で審査いたしました。
　まず、９月５日に行われた現地調査について、委員並びに議長を含む13名で、令和５年度決算
に係る主な箇所について現地調査を行い、町長をはじめ担当課長並びに担当職員から詳細な説明
を受け現地調査を行いました。
　調査場所は、事故繰越しにより令和６年３月に完成した喜念小学校新校舎、喜念浜駐車場トイ
レ、社会資本整備総合交付金を活用して令和５年度に改修された佐弁団地、海岸漂着物地域対策
事業において清掃活動が行われていた花津川泊、伊仙町特産品加工工房までの全５か所の調査を
行いましたので主な事項についてご報告と要望をいたします。
※事故繰越しとは､やむを得ない事由により事業が年度内に完了しなかった場合､翌年度に繰り越して実施すること。

(一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「各種委員会」をご確認ください。)
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　今回、私たちは茨城県境町にて､視察研
修を行ってまいりました。この町は人口
約24,000人。
　現在、多くの自治体が抱える課題とし
て「人口減少」､「高齢化社会」､「地域環境の
変化」など、以前に増して地域経済が抱え
る問題は多岐にわたっておりますが、境
町では官民が一体となった地域公社「(株)
さかいまちづくり公社」を設立している。
その地域公社が中心となって境町のメイ
ン政策であるふるさと納税を軸とした地
域活性化の取組みが行われておりまし
た。
　研修では、㈱さかいまちづくり公社営
業企画部長の竹内清澄氏により各種取り
組みについての講話を受け、その後、令
和４年度地方創生拠点整備事業で整備さ
れたオリンピックレガシー発信施設、全
天候型の境町アーバンスポーツパーク、
次世代人工サーフィン施設の見学を行い
ました。

　境町での視察研修を通じて、次代を見
据えた取り組みが今後一層必要であるこ
とを痛感するとともに、境町での成功例
を参考に、本町における地域活性化に向
けた取組みを進め、さらなる発展に寄与
できるよう努めてまいりたいと考えてお
ります。

研修目的：地域公社による地域活性化の取組及びみふるさと納税・移住定住促進の取組
　　　　　みについて

10月22日(火)　茨城県猿島郡境町　(株)さかいまちづくり公社

令和６年度　伊仙町議会県外視察研修を実施しました

㈱さかいまちづくり公社　竹内氏による講話

境町アーバンスポーツパーク

オリンピックレガシー発信施設

人口サーフィン施設

境町議会議長と伊仙町議員団
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　東京都有楽町駅前の東京交通会館８階にある当該法人は､「団塊世代が大都市から
ふるさとに帰る仕組みづくりを」と現在理事長を務める高橋公理事長が中心となり、
農協、漁協、森林組合、経団体などの多くの団体が、ふるさと運動をきっかけに地
方から日本を再生しようと支援し2002年に設立されたた全国唯一の移住相談窓口と
なっております。８階フロア全体に43都道府県１政令市のブースが設けられ、移住
希望者向けの情報発信を行いながら必要に応じて各都道府県の移住相談員による面
談を行い、移住セミナー等への参加、移住者の希望に沿った移住先を決め、各自治
体へと繋いでいくという仕組みになっておりました。
　鹿児島県担当の相談員の研修会の中では、近年徳之島を含め、離島への移住相談
も増加傾向にあり、島出身者の３世にあたる孫ターンやパートナーの出身地として
島への移住を検討される相談者も増加傾向にあるとのでありました。
  今回の研修を通して、我々議会としましても、今後、移住者支援の取組みについて
地域の皆様と連携しながらさらなる充実を図る必要性を感じるとともに、一人でも
多くの方が伊仙町へ移住されるよう努めてまいりたいと考えております。
※孫ターンとは、都市で育った人が祖父母のいる地方に移住することを指します。

研修目的：移住者支援の取組みと近年の移住者の動向について

10月23日(水)　東京都千代田区　認定NPO法人 ふるさと回帰支援センター

８階フロアのようす 鹿児島県ブース

研修会のようす
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月 日 行　事　名 場　所

７
月

29日 奄美群島さとうきび価格対策協議
会総会 奄美市

30日 第３回臨時議会 議事堂

31日 さとうきび夏植え出発式 伊仙町役場前

８
月

１日 令和６年度市町村政研修会 鹿児島市

14日 塩田知事来島に伴う交流会 徳之島町

28日 第３回定例会告示 －

30日 議会運営委員会 委員会室

９
月 ２日 議会全員協議会 委員会室

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

月 日 行　事　名 場　所

６
月

24日 第１回伊仙町振興計画審議会 大会議室

30日 第46回大島支部消防操法大会 面縄港

７
月

18日 八街市議会行政視察 委員会室

18日 議会全員協議会 委員会室

21日 徳田虎雄氏  お別れ会 徳之島町

23日 令和６年度伊仙町商工スタンプ会
通常総会 中央公民館

25日 徳之島三カ町議会議員連絡協議会
第１回役員会 天城町

29日 馬根小教職員住宅地鎮祭 馬　根

　第３回定例会(令和６年９月)は、９
月３日から９月12日までの10日間、
右記の日程で開催されました。
　町長より、報告３件、議案12件、
令和５年度決算認定案６件が提出され
審議いたしました。
　議決の結果につきましては、２ペー
ジに掲載しております。

　月日 曜日 会議・休会・その他

9月3日 火 本会議
9月4日 水 本会議(一般質問)
9月5日 木 決算審査特別委員会(現地調査)
9月6日 金 決算審査特別委員会(室内審査)
9月7日 土 休会
9月8日 日 休会
9月9日 月 決算審査特別委員会(室内審査)
9月10日 火 決算審査特別委員会(室内審査)
9月11日 水 休会
9月12日 木 最終本会議　　


